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抄録
　症例は 70 歳台男性。夜間頻尿を主訴に近医を受診。血液検査でPSA値が 11.0ng/mlと高値であり前医紹
介となった。前医施行の単純MRIで前立腺に多房性嚢胞性腫瘤を認め、STUMP（stromal	 tumors	 of	
uncertain	malignant	 potential）や cystadenoma、cystadenocarcinomaなどが疑われた。更なる精査、加療
目的に当院泌尿器科紹介となった。
　当院施行の造影MRIでは前立腺背側の両葉で移行域、辺縁域にまたがる48×46×55mmの辺縁分葉状
の腫瘤を認めた。内部はT2強調像でやや不均一かつ著明な高信号を呈し、隔壁様の構造が多発していた。
T1強調像では大部分は低信号を呈し、腫瘤右側には出血や高粘稠度の液貯留を疑う高信号域を認めた。有意
な拡散制限は認めず、dynamic	 studyでは辺縁優位に漸増性の増強効果を認めた。CTでは腫瘤辺縁にわず
かに石灰化を認めた。
　前立腺生検が施行され、10/10 本よりmucinous	 adenocarcinomaの所見が得られた。他部位に原発巣を示
唆する所見はなく、前立腺原発のmucinous	adenocarcinoma が強く疑われた。
　前立腺のmucinous	 adenocarcinomaは全前立腺癌の 0.4%と稀な疾患である。腫瘍内に少なくとも25%以
上のムチンを含むと定義されている。今回の症例は手術未施行であるが、全身検索および局所の画像所見から
は前立腺原発のmucinous	adenocarcinomaとして矛盾しない所見であった。画像所見上の鑑別としてSTUMP
や cystadenoma、cystadenocarcinomaなどが挙げられたが、所見によってはこれらとの鑑別は困難となる場合
も多い。前立腺のmucinous	 adenocarcinomaの画像所見についての報告は少なく、今回文献的考察を含めて
報告する。
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はじめに
　前立腺原発のmucinous	adenocarcinomaは稀で
あり、その画像所見についての報告は少ない。今回
我々は前立腺原発のmucinous	adenocarcinomaと
考えられる1例を経験したため、その画像的特徴お
よび鑑別疾患の画像所見について文献的考察を加
え報告する。

症例
　症例は 70 歳台、男性。夜間頻尿を主訴に近医
を受診した。高血圧、前立腺肥大症に対し内服加
療中であり、その他特記すべき既往歴や家族歴は
なかった。
　近医での血液検査にてPSA値が 11.0ng/mlと高
値であり、前医泌尿器科紹介となった。前医での単
純MRIにて前立腺に多房性嚢胞性腫瘤を認め、さ
らなる精査加療目的に当院泌尿器科紹介となった。
前医の単純MRI 上は、STUMP（stromal	 tumors	
of	uncertain	malignant	potential）やcystadenoma、
cystadenocarcinomaなどが疑われていた。
　来院時の検査所見は前医検査と同様にPSA値
が 14.5ng/mlと高値であった以外に有意な異常所
見は認めなかった。
　前立腺生検が施行され、病理所見上は粘液を

多く含んだ腫瘍細胞と腫瘍細胞周囲に多量の粘液
が認められた。この所見が 10/10 本より得られ、
mucinous	adenocarcinoma が疑われた（図 1）。
　生検後に施行した当院での造影MRIでは、前
立腺背側の両葉かつ移行域、辺縁域にまたがり、
底部から尖部に及ぶ 48×46×55mmの辺縁分葉
状の腫瘤を認めた。
　腫瘤はT2 強調像にてやや不均一かつ著明な高
信号を呈し、隔壁様の低信号域が多発する多房性
嚢胞性腫瘤であった。T1強調像では、その大部
分は低信号を呈し、腫瘤右側に出血や高粘稠度の
液貯留を疑う高信号域を認めた。拡散強調像
（b=1000）では腫瘤の一部に高信号域を認めた。
ADC	map では腫瘤全体としての拡散能低下は乏
しく、拡散制限（ADC値=0.5×10-3mm2/sec）を
示す部位がごく一部に見られる程度であった（図 2）。
dynamic	 studyでは早期相にて辺縁に増強効果を
認め、その後中心へ向かって漸増性の増強効果を
認めた（図 3）。
　これらの画像所見はmucinous	 adenocarcinoma
としても合致する所見であった。
　本症例では患者の手術希望がなく、確定診断を
得ることはできなかったものの、病理所見および
画像所見がmucinous	 adenocarcinomaとして矛盾

図 1．（a）Hematoxylin-Eosin 染色（× 40）　　（b） Hematoxylin-Eosin 染色（× 200）
病理所見上、腫瘍細胞が周囲に大量の粘液を伴いながら増殖している。
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図 3．Dynamic study
dynamic study では早期相にて辺縁に増強効果を認め、その後中心へ向かって漸増性の増強効果を認めた。

図 2．
（a）T1 強調像
（b）T2 強調像
（c）拡散強調像
（d）ADC map
T1強調像にて腫瘤の大部分は
低信号を呈し、腫瘤右側に出血
や高粘稠度の液貯留を疑う高
信号 域を認めた（矢印）（a）。
T2 強調像にて腫瘤はやや不均
一かつ著明な高信号を呈し、隔
壁様の低信号域が多発する多
房性嚢胞性腫瘤であった（b）。
拡散強調像（b=1000）では腫
瘤の一部に高信号域を認めた

（c）。ADC mapでは腫瘤全体
としての拡散能低下は乏しく、
拡 散 制 限（ADC 値 =0.5 ×
10-3mm2/sec）を示す部位がご
く一部に見られる程度であった

（d）。
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しない所見であったことや他の原発部位を疑う所見
がなかったことから、臨床上前立腺原発の
mucinous	adenocarcinomaの診断となった。
　治療としてはホルモン療法を開始されたが、しば
らくして治療を希望されなくなり、前医にて経過観
察の方針となっている。

考察
　前立腺のmucinous	 adenocarcinomaは前立腺
癌のうち、腫瘍内に少なくとも25% 以上の細胞外
ムチンを含む腫瘍とされており1）、その確定診断は
基本的に手術によりなされる。
　その頻度は非常に稀で、手術により切除された前
立腺腫瘍の約 0.4%と報告されている1,	2）。
　Zhaoらによると360人のmucinous	adenocarcinoma
の患者において診断時の平均年齢は 62.77± 9.84
歳、浸潤の程度は限局例が 70%、周囲組織浸潤例
が 25%、遠隔転移例が 5%であった。また、PSA
値については半数以上が 10ng/ml 未満で通常の
前立腺癌であるacinar	 adenocarcinomaと比較し
ほぼ同程度であった3）。
　治療は根治的前立腺摘除術が第一選択となる
が、放射線治療とホルモン療法の併用により完全
寛解へ至った報告も存在する 4）。予後は acinar	
adenocarcinoma と比較し同等かやや良好と考え
られている 2）。
　mucinous	 adenocarcinoma の画像所見は、T1
強調像および T2強調像では高信号を呈することが
多いが、内部のムチン含有量によりその信号は変化
するとされる 5）。また、基本的には豊富な粘液成分
を反映し、拡散強調像では高信号、ADC値は高
値を呈し、dynamic	 studyでは漸増性の増強効果
を認めることが多いとされるが、細胞成分が多い
症例では充実部に拡散制限や早期濃染を認めるこ
ともある 6）。
　前立腺辺縁域自体がT2強調像で高信号を呈す
るため、辺縁域に限局する病変では同定が困難と
なることがあるため注意が必要である。その際は
拡散強調像での高信号の所見やdynamic	 studyで
の早期濃染域などの充実部を示唆する所見が診断
の一助となることがある 6）。

　前立腺腫瘍におけるT1強調像での高信号域に
ついては生検に伴う出血の可能性も考慮すべきで
ある。Whiteらによると前立腺癌患者のMRI 画像
所見において、生検後 21日未満に撮像した群では
81%（21/26人）、21日以上経過してから撮像した群
では49%（23/47人）で出血の所見が認められた 7）。
本症例では生検前の他院画像においても同様の
所見を呈していたことから腫瘍由来の所見である
と考えられたが、生検前に画像を撮像していない
場合はその画像所見の解釈に注意すべきと考える。
　我々が調べた限りではmucinous	adenocarcinoma
の画像所見と病理所見を個々の症例ごとに直接対比
した報告はなかったが、本症例においてT2強調像
にて高信号でかつ増強効果を示さない部分は細胞
外ムチンが豊富な領域を、増強効果を有する部分は
腫瘍細胞が豊富な領域を反映した所見と考えられ
る。また、過去の報告画像を参照するとサイズの
小さい病変は充実性病変、大きい病変は多房性嚢
胞性腫瘤として見られている印象である 5,	6）。病変が
小さい場合は細胞外ムチンの量が少なく、相対的に
腫瘍細胞が豊富なため充実性病変に、腫瘍の増大
に伴い細胞外ムチンの量も増加し、細胞外ムチンが
画像上に反映されるようになることで多房性嚢胞性
腫瘤として見られるのではないかと考える。

　本症例においてもサイズが大きいためかMRI 上、
多房性嚢胞性腫瘤として見られたため STUMPや
cystadenoma、cystadenocarcinoma が鑑別に挙
がった。
　STUMPは前立腺に生じる比較的稀な前立腺間
質性腫瘍であり、予後は良性経過をたどることもあ
るが、stromal	 sarcomaへの悪性転化を来すことも
あるため外科的切除を含めた治療が検討される 8）。
　STUMPの画像所見としてまとまった報告は少な
いが、嚢胞成分や出血、壊死、充実部などが混在
することからT2強調像にて内部不均一な信号を呈
するとされている 5,	 9）。嚢胞成分が多い場合はT2
強調像で高信号を呈し得ると考えられる。また、隔
壁や充実部はdynamic	 studyにて漸増性の増強効
果を認めたとの報告がある9）。このため特に嚢胞成
分が目立つ症例ではmucinous	 adenocarcinomaと
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の鑑別が困難と考えられる。
　cystadenoma や cystadenocarcinoma は前立腺
の線維間質内に生じる多房性嚢胞性腫瘤であり、
画像所見としては大小さまざまな嚢胞が見られ、内
部の出血に伴い信号の変化と液面形成を伴うことが
あるとされる10）。造影後は充実部や隔壁に増強効
果が見られたという報告がある11）。今回の我々の症
例のようにmucinous	 adenocarcinoma が多房性嚢
胞性腫瘤の形状を呈した場合はこれらの腫瘍との
鑑別も困難となることがあると考えられる。

　今回、我々は稀な前立腺原発の mucinous	
adenocarcinomaと考えられる一例を経験した。
mucinous	 adenocarcinoma およびその鑑別疾患に
ついての画像所見の特徴は前述の通りであり、内部
の組成によっては画像での鑑別が困難となることが
ある。それぞれの疾患の画像の特徴を理解し、個々
の症例に応じた適切な画像診断を行うことが重要と
考えられる。
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